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背番号 守備 学年 身長 体重 出身中学校

1 投 白 鳥 澪 旺 2 165 50 神岡

② 捕 大 門 桧 登 2 161 50 神岡

3 一 野 村 優 月 2 171 64 国府

4 二 高 林 瑛 大 2 178 58 神岡

5 三 渡 邉 京 介 1 164 92 中山

6 遊 屼 ノ 下 健 翔 2 171 63 東山

7 左 細 江 皓 太 1 166 53 下呂

8 中 大 下 暁 羽 2 170 50 北稜

9 右 柘 植 祐 人 2 171 60 神岡

10 控 針 山 翔 瑛 1 175 58 中山

11 〃 今 井 稜 生 1 175 72 萩原北

12 〃 岩 西 由 仁 郎 1 179 63 宮

13 〃 中 子 善 寅 1 175 83 下呂

14 〃 大 江 海 璃 1 174 58 日枝

15 〃 齋 藤 稜 介 1 170 70 東山

16 〃 大 塚 駿 1 176 60 中山
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※背番号の○印は主将。
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山田 侑佳(斐太)　若林 葉月(斐太)　下嶋 純和(斐太)
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チーム紹介など

　　　　　秋季東海地区高等学校野球岐阜県大会　中濃飛騨地区予選　０勝1敗

　斐太高校・高山工業高校・飛騨神岡高校は、野球人口の低下による部員数の減少という困
難を乗り越え、互いに切磋琢磨しながら連合チームとして活動をしています。普段はそれぞ
れの学校で練習を重ねつつ、合同練習では互いの長所を学び合いながら、結束力を高めてき
ました。最初は、プレースタイルや考え方に戸惑うことも多々ありましたが限られた時間の
中で、互いを尊重しながら工夫を重ね高め合うことができました。
　同じ地区同士で小中学時代にともにプレーしてきた選手同士が再び学校という垣根を超
え、一人ひとりが役割を果たすことで、1つのチームとして大きな力を発揮し、勝利だけでは
なく、最後まで全力を出し尽くす姿を応援してくださる方々に見せたいです。
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飛騨神岡
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記 録 員

氏　　　　　名 備　考

飛騨神岡

責任教師 室屋 靖(高山工業)

主　　将 大門 桧登
副 部 長

伊東 大喜(飛)　青山 僚汰(斐)　高橋 一樹(斐)
沖向 雄也(斐)　反中 哲也(高)　坂澤 直紀(高)
森田 昇吾(飛)　竹山 幸一郎(飛)　pああああp

抽選番号

第78回秋季東海地区高等学校野球岐阜県大会

高 校 名 斐太・高山工業・飛騨神岡

校　　長
中村 浩一(斐太)
岩島 義則(高山工業)
各務 友浩(飛騨神岡)

監　　督 鴨林 亮平(斐太)


